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を
「
二
二
草
濯
、
章

子
暮
ら
÷
玉
葉
蛍
『
　
「
露
草
」
鮮
麗
中
⑦
三

・
－
乞
い
ユ
〇
時
〉
手
車

飽
V
も
∴
∵
ィ
4
セ
高
ま
掌
の
こ
∴
・
－
碁
富
国

「
割
音
詩
、
⑦
＄
阜
工
学
J
、
高
を
去
」

T
d
ユ
「
ノ
ど
㌔
」

「
緋
工
j
l
r
J
二
㌧
孝
当

節
融
号
も
￥
イ
こ
9
流
言
㌣
好
い
鍾
杢
こ
i
学
事
哲

、
劇
坪
山
革
立
呼
出
重
い
彰
官
営
挫
⑦
γ
貴

N
訓
も
、
‡
⑦
ヱ
γ
「
く
、
牟
立
　
○
‘
了
「
意
言

辞
ユ
⊂
子
種
セ
「
叢
⑦
妾
駁
撃
、
勲
功
去
」

（勃
由）

「
コ
⑦
登
二
二
㌢
l
イ
C
Q

、
古
0
自
軍
主
潮
の
臼
￥
の
小
輩
官
営
挫
」

〇
時
革
亭
主
鞄
轟
割
男
擢

諦
∠
∵
∵
千
古
の
壬
、
エ
バ
ユ
坪
埠
墨
筆
割
灘
革

尊
さ
甘
い
呈
上
∴
∵
壬
イ
埠
「
楽
海
中
￥
「
国
普

ユ
⊂
〟
斗
ず
り
フ
高
言
苧
⑦
茸
0
、
「
詳
畠
詣
幸
皆

コ
蝉
の
単
0
」
、
「
羊
で
蔦
そ
蠣
毀
可
孝
幸
こ
せ

詑
「
引
離
⑦
単
0
」
、
引
立
掌
鞘
⑦
皆
勤
、
単

一
、
諸
事
⑦
小
手
＄
ユ
こ
呈
青
井
竪
㌫
「
与

信
亡
く
レ
も
宣
言
∴
∵
兵
l
イ
草
々
判
型
去
　
〇
g

中
土
載
…
さ
イ
薯
の
三
三
㌢
昨
妥
ら
言
霊
甲
種
勘
南

⑦
軍
手
酋
匂
詑
夜
色
革
靴
日
昌
婚
亀
国
、
「
豊

艶
立
V
一
一
野
抵
「
泌
「
　
O
C
、
可
っ
ユ
幸
二
二
軍
高
二
イ

二
g
阜
些
国
立
の
羊
画
工
こ
呈
言
い
羊
歯
暑
熱

出
土
露
蒜
ま
ま
鮮
ユ
碑
毒
・
㍉
ゴ
ミ
イ
半
可
⊥
二
二

号
習
癖
博
中
立
軍
諜
蕊
削
割
単
⑦
五
g
坪
却
由

子
「
革
0
L
 
O
￥
二
㌔
幸
吉
「
く
乞
い
ユ
⊂
勘
考
酎

単
⑦
Y
一
男
推
理
の
つ
、
割
の
主
二
二
雪
男
嘗
諦

浬
、
好
い
革
勘
考
含
ま
母
野
潔
コ
呼
革
の
飽
軸

革
的
Y
副
い
辞
去
可
部
聾
、
弓
埠
暮
朗
自
推
⑦

C
、
韓
首
孝
平
剖
耳
坪
陶
工
訝
町
難
い
羊
可
詳
榊

弓
与
二
　
〇
年
車
型
「
牟
昨
￥
こ
詳
同
著
⊂
皐
「

ユ
白
蟻
そ
「
押
妾
は
革
こ
羊
聾
⑦
4
4
∠
（
＃
0

唯
；
了
と
、
割
（
車
1
9
鳴
動
）
　
『
灘
⑦
准
」
牟
立
嵯

嬰
等
瑠
亀
田
、
諸
学
坪
q
富
子
乞
い
ユ
畠
を
6

〉
こ
そ
暫
難
点
箪
⑦
習
鞘
ユ
⊂
軍
曹
功
避
難
専

青
銅
軸
章
節
等
酔
師
事
園
子
闇
軸
革
朗
Y
割
引

青
草
二
品
藷
豊
里
記
章
』
　
⑦
ご
O
J
、
亀
井
⑦
管
軍

や
正
常
干
暮
雲
離
¢
呼
諸
「
田
雲
は
⑦
γ
貴
〉

羊
却
率
い
、
削
曹
河
ユ
こ
う
主
一
語
＊
㌢
劫

0
9
言
草
『
二
イ
「
こ
、
小
言
「
高
専
坪
T
や
昨
⑦
孝
幸

ユ
C
を
尊
影
の
二
割
「
羊
年
、
弐
日
暮
曾
阜
攫

動
喜
子
イ
「
く
⑦
五
、
も
主
宰
「
↓
1
C
や
二
重
」
、
諸
事

山
元
∴
∵
宰
割
主
等
乎
ユ
⊂
呼
立
替
申
、
割
箸
河

ユ
乙
こ
イ
コ
　
「
「
￥
q
L
 
O
￥
；
二
手
「
ユ
⊂
軍
手

を
二
千
g
里
中
前
号
澄
塾
⑦
キ
「
テ
さ
い
っ
ユ
与
板

え
黙
城
主
憑
〉
キ
「
－
千
三
尊
母
去
　
＼
ユ
C
酋
削

坪
セ
ユ
⊂
妻
、
弐
日
暮
e
A
管
主
　
「
碑
干
し
、
苗
フ

乞
い
ユ
⊂
嘩
筆
立
牽
牛
割
判
立
常
呂
」
、
古
い

、
可
車
型
主
謀
⑦
ネ
「
く
ヰ
「
呼
覿
車
軸
彰
主
軸

南
部
等
劇
i
こ
こ
エ
主
都
○
￥
⊂
昨
寄
与
率
削
中

年
写
亀
耳
モ
昨
姫
団
⑦
去
、
牟
種
苗
忍
事
「
乙
、

主
副
「
「
羊
q
L
、
諸
詳
⑦
孝
⊂
呼
正
喜
射
軸

卑
し
、
千
g
坪
隼
田
立
岩
談
晋
の
Y
⑦
去
諸
子
ご

曾
呼
堪
孝
二
五
割
尊
影
繚
日
暮
⑦
五
　
〇
着
；
ご
ヰ

Q
f
イ
「
と
専
l
L
革
朗
鵜
醤
⑦
締
悪
報
樋
勘
鴻

鵠
、
「
轟
一
割
該
の
報
『
印
字
㊥
⑦
首
謡
革
酋
隷

事
理
匂
晦
日
皆
再
刊
鶉
の
「
＜
、
単
一
「
昨
「

0
9
∴
∵
ユ

「
q
若
美
霊
草
コ
慰
一
〇
￥
畔
攫
老
輩
⑦
甘
域
の

貴
普
選
割
「
「
羊
q
L
飯
事
⑦
去
、
諸
事
？
こ

し
、
可
子
羊
⊂
車
種
圏
韓
0
薯
⊂
判
子
g
電
工
営

業
○
羊
言
竜
王
蟹
票
当
量
雷
羊
毛
号
音

薬
種
彰
、
0
曾
立
露
営
⑦
嘉
申
、
「
弟
を
「
三
イ

孝
中
立
γ
討
牟
蛸
皆
の
善
古
事
磯
国
事
⊂
昨
「

撰
。
羊
⊂
乎
立
毀
孝
「
「
一
瞥
雲
型
菩
手
品
奇

数
秦
白
鴎
剖
諸
寄
目
一
語
＊
ヶ
勅
勘
耳
管
掛
合

い
ユ
坪
え
桂
子
「
里
H
」
引
立
鷲
宮
の
「
↑
O
J
、

古
着
も
言
霊
耳
遊
廓
岩
ざ
ィ
っ
曾
言
∵
三
吉
ユ
「
追

鰐
や
塩
撃
ユ
⊂
諸
学
「
訓
埋
立
、
「
拙
雅
致
詑



市
」
　
で
通
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
「
わ
た
し

に
は
義
兄
」
だ
と
書
き
な
が
ら
、
ま
た
代
表
作

『
夏
の
花
』
　
か
ら
の
引
属
ま
で
あ
る
の
に
、
原

民
害
は
ず
っ
と
「
T
・
H
」
　
の
ま
ま
で
あ
る
。

原
民
書
や
「
詩
人
S
・
T
L
と
記
さ
れ
る
峠
三

吉
な
ど
は
こ
の
時
点
で
既
に
歴
史
上
の
人
物
で

も
あ
る
の
だ
か
ら
、
実
名
で
あ
っ
て
も
少
し
も

支
障
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
あ
え

て
、
あ
る
い
は
頑
固
に
イ
ニ
シ
ァ
ル
記
号
に
し

て
い
る
作
者
の
意
図
が
私
に
は
わ
か
ら
な
い
。

藤
枝
静
男
な
ら
　
－
　
私
小
説
作
者
と
し
て
極
め

て
ラ
ジ
カ
ル
だ
っ
た
藤
枝
静
男
な
ら
ば
、
す
べ

て
無
駄
な
こ
と
、
意
味
の
な
い
こ
と
だ
と
言
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
そ
ん
な
連
想
か
ら
逆
照
射
す
る
よ

う
に
想
像
し
て
み
れ
ば
、
佐
々
木
基
一
は
自
身

の
小
説
を
、
世
の
い
わ
ゆ
る
私
小
説
と
は
一
緒

に
し
た
く
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
は
か
な

い
。
「
わ
た
し
」
と
は
書
い
て
い
て
も
、
そ
れ

は
作
者
個
人
を
一
言
う
の
で
は
な
い
の
た
、
と
。

し
か
し
、
一
言
っ
な
ら
ば
そ
の
あ
た
り
が
私
小
説

作
者
と
し
て
は
定
ま
り
き
ら
な
い
と
こ
ろ
、
中

途
半
端
な
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し

て
、
そ
う
し
た
私
小
説
作
者
と
し
て
の
覚
悟
の

足
り
な
い
と
こ
ろ
が
、
先
に
『
秋
の
旅
』
　
で
見

た
よ
う
な
自
意
識
の
甘
さ
に
も
な
っ
て
い
る
の

に
違
い
な
い
。
だ
が
、
そ
こ
で
も
う
一
つ
い
え

ば
、
思
う
に
こ
れ
ら
は
、
私
小
説
と
い
う
も
の

を
ま
っ
と
う
に
は
突
き
詰
め
て
み
る
こ
と
の
な

か
っ
た
彼
ら
の
世
代
の
不
幸
　
－
　
「
戦
後
は
、

わ
れ
わ
れ
も
そ
う
で
し
た
け
れ
ど
も
、
と
に
か

く
私
小
説
を
や
っ
つ
け
れ
ば
評
論
が
書
け
る
」
、

「
私
小
説
を
非
難
し
、
自
然
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム

を
や
っ
つ
け
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
た
」
（
「
私

小
説
・
心
境
小
説
」
　
佐
々
木
基
一
全
集
第
二
巻
所
収
）

と
、
こ
ん
な
世
代
の
も
っ
た
弱
点
、
不
幸
だ
っ

た
よ
う
に
思
う
。

（
か
つ
ま
た
・
ひ
ろ
し
　
文
芸
評
論
家
）


